
WebClass利用講習会
［応用操作］

2019年9月12日 図書館 メディア学習室

11:10～12:10

※AdobeConnectで同時配信中： https://tcu.adobeconnect.com/webclass



内容
1. 準備

2. 作業コースの選択

3. 動画教材の利用

4. 演習結果の取り込み

5. 相互評価の実施

6. 成績集計

7. 学生への通知

8. タイムライン

9. 疑問点や要望



1
準備



PCの準備
この講習会はPCが必要です。持参していない場合
は、PC貸し出しロッカーで借りだしてください。
貸出PCは
TCUアカウントで
使用できます。

PC貸し出しロッカー
職員証で貸し出しできます

現在位置



WebClassへのログイン

授業支援システム
‐WebClass‐
をクリック

情報基盤センターホームページから移動する場合



説明用コースの紹介



２
作業用コースの

選択



作業用コースの選択
コース管理者として行う操作は講習会説明用
では行えない（学生権限で利用している）ため、
自分のコースを使って作業を行う。

使用するコースは何でも構わない
前期や前年度のコースでも可能



コース一覧に戻る



自分の担当コース一覧



自分のコース一覧から選択

既に設定済みのコースでも
内容が空のコースでも可

既に学生が登録している
コースは避けた方がよい



教材ラベル（分類）の作成

他の教材と区別
するために用意

後で削除する時
に便利なので



講習会用にラベルを設定



変更内容を保存

ラベルや教材の
並べ替えを保存する



３
動画教材の利用



動画教材の利用方法
1. 動画ファイルの利用

2. YouTube動画の利用

3. Mediasite動画の利用



資料教材の作成



動画ファイルの利用（１）
授業紹介動画（5分動画）などの動画ファイルが
手元にある場合に利用可能

登録できるファイルサイズは最大300MB程度

MP4（H.264/MPEG‐4 AVC）形式を推奨
（他形式の再生はブラウザなどに依存）

動画ファイルのダウンロードが完了しないと
再生できない
スマホからの利用には不向き



動画ファイルの利用（２）

取り込みファイルで
動画ファイルを指定



YouTube動画の利用（１）
 YouTubeなどの動画はHTMLファイルを作成
することで利用可能

 HTMLファイルの内容

動画はすぐに再生可能
スマホからの視聴も問題なし

<iframe width="560" height="315"
src="https://www.youtube.com/embed/M3d7kzFMILE"
frameborder="0" allow="accelerometer; autoplay; encrypted‐media; gyroscope;
picture‐in‐picture" allowfullscreen></iframe>

表示したい動画のURL



YouTube動画の利用（２）

取り込みファイルで
HTMLファイルを指定

HTMLファイルの見本は
説明用コースの

添付資料からも入手可能



Mediasite動画の利用（１）
本学に導入されている授業収録配信システム
収録利用するためには事前にICT推進課に予約が必要

授業紹介（5分）動画の配信でも利用

WebClassとの連携機能により、パスワード無し
でアクセス可能
詳細な視聴履歴も参照可能

学内からの視聴のみなので
スマホからの視聴はTCUWiFi
かVPNの利用が必要
（今後、変更の可能性あり）



Mediasite動画の利用（２）

Mediasite動画のURLを入力
（Mediasiteで指定される）

保存すると自動的に
変換される



４
演習結果の
取り込み



演習結果の取り込み方法
1. 授業支援ボックスの利用

2. 外部データインポート

3. ダミーレポートの利用



授業支援ボックスの利用（１）
手書きの答案用紙から学籍番号や点数を自動読み
込みしてWebClassに結果を登録する機能
読み込まれた答案用紙はPDFで保管され、学生への返却も可能

読み込み前に教材を作成しておくことが必要

専用用紙の利用が必要
ポータルサイトからも入手可能

読み込み専用装置（複合機）での読み込みが必要
SC：図書館地下（別スライド参照）

YC：3号館5階学科事務室

TC：1号館1階講師控室

複合機をはじめて使う場合は登録が必要



授業支援ボックスの利用（２）



授業支援ボックスの利用（３）

保留： 結果を非公開
試験： 点数開示はコース設定次第
レポート：採点済み答案の閲覧可

満点を入力



外部データインポート（１）
WebClass以外で実施した演習などの点数を
各自に通知するための機能

 CSV形式のデータを用意

内容を修正する場合はいったん削除が必要



外部データインポート（２）



外部データインポート（３）

CSVファイルの見本は
ここからダウンロード可能

学生には実行できない
自習教材として表示



ダミーレポートの利用（１）
学生が提出できないレポート教材を作成し、
教員が結果を登録
非公開レポートとして作成して、結果登録後に公開するか、
日時制限で実施できないように設定

採点画面で対象者のブランクレコードを作成し、提出済み
状態にしてから採点

採点方法は通常のレポートと同じ

提出ファイルを教員が登録することも可能
後から変更する場合は特殊な作業が必要



ダミーレポートの利用（２）



ダミーレポートの利用（３）

非公開にした場合は
後で公開に切替え

学生が実施不能な
日時制限を設定 配点以外は設定不要



ダミーレポートの利用（４）

「未提出者を表示」
ボタンをクリック

「成績」メニューの
レポート/記述式問題の採点

を選択

全員登録する場合は
「一括でブランクレコードを生成」

一人ずつ登録するかどうか選ぶ場合は
「ブランクレコードを生成」



５
相互評価の実施

説明用コースを使用



相互評価の実施方法
1. ピアレビューの利用

2. eポートフォリオコンテナの利用



ピアレビューの利用（１）
提出レポートを学生が相互に評価できる機能
評価者の匿名設定が可能

ランダム割り当ての人数設定が可能

ルーブリック評価も可能

提出期限終了後に評価者の割り当て実施
相互評価の開始は提出締め切り後
（期限設定をしないと割り当てが偏るので非推奨）

相互評価の期間は設定できない



ピアレビューの利用（２）



ピアレビューの利用（３）

日時制限を設定
（終了後にピアレビュー開始）

割り当て人数を設定



ピアレビュー学生画面

教員の採点画面
とほぼ同じ



eポートフォリオコンテナ
の利用（１）
学習活動の記録を残す「ポートフォリオ」の機能
をWebClassで実現
相互評価やグループワークなどにも利用可能

学生が提出したファイルなどの相互評価が可能
レポート課題と連携させることも可能

評価対象者を自分で選ぶ必要がある

ルーブリック評価も可能

相互評価の期間は設定できない



eポートフォリオコンテナ
の利用（２）



eポートフォリオコンテナ
の利用（３）

レポートなどに関連付ける
場合はここで設定が必要

（後からの変更はできない）



eポートフォリオコンテナ
の利用（４）

学習活動の内容や
ゴールなどを設定

相互評価の設定は
これよりも下



eポートフォリオコンテナ
の利用（５）

自己評価や教師評価
などの設定も可能

匿名評価などの
設定が可能

ルーブリック評価を
行う場合には登録



eポートフォリオコンテナ
学生画面（１）

ファイル提出は
何度でもできる

評価対象者を選択



eポートフォリオコンテナ
学生画面（２）

相互評価は
何度でもできる



eポートフォリオコンテナ
学生画面（３）

評価対象のファイル
などを選択して評価

数値的な評価ではなく
コメント評価

（ルーブリック評価は可能）



６
成績集計

作業用コースを使用



成績評価
WebClass内の教材を組み合わせて成績評価を
算出する機能

成績メニュー



成績評価の編集



評価に算入する教材の選択

選択したら追加



評価に算入する教材の選択

配点を指定したら保存

設定が終わったら
一覧に戻る



成績評価の一覧

素点を評価配点に
換算した結果



７
学生への通知



学生への通知
1. メッセージの利用

2. お知らせの利用

ここから利用



メッセージとお知らせ

メッセージの操作

お知らせの操作



メッセージ
特定の対象者に案内をするときに使用

コース参加者から
対象者を選択可能



お知らせ
コース参加者全員に案内をするときに使用

期限設定が可能



８
タイムライン



タイムライン
授業中の教材追加や学生からのコメント受付
などが可能なインタラクティブツール
事前準備されていない教材を作るのに有効

ここから利用



書き込みと教材作成

Twitterのような
チャットが可能

簡易作成モードの
教材作成と既存教材
の公開操作が可能



９
疑問点や要望


